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文
化
財
の
調
査

　

足
立
区
文
化
財
保
護
審
議
会
の
答
申
を

受
け
、
足
立
区
教
育
委
員
会
は
令
和
八
年

三
月
十
一
日
に
表
の
通
り
新
た
な
文
化
財

を
告
示
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
文

化
財
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
１
】
高
橋
廣
湖
「
春
秋
野
径
図
屏
風
」

　
　
　
　
　

登
録
有
形
文
化
財
（
絵
画
）

　

高
橋
廣
湖
（
た
か
は
し
こ
う
こ
・
一
八

七
五
〜
一
九
一
二
）
は
、
岡
倉
天
心
に
も

実
力
を
高
く
評
価
さ
れ
た
画
家
で
す
。
経

緯
は
不
明
で
す
が
、
千
住
の
人
々
が
廣
湖

を
支
援
す
る
「
芳
廣
会
」
（
ほ
う
こ
う
か

い
）
を
組
織
し
て
お
り
、
千
住
の
人
々
に

あ
つ
く
支
持
さ
れ
ま
し
た
。
本
作
は
千
住

に
伝
来
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
背
景
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

　

本
作
は
、
早
春
の
田
舎
道
を
供
の
小
僧

を
連
れ
て
歩
く
女
性
た
ち
の
図
（
右
扇
）

と
、
農
家
の
前
を
帰
る
母
子
の
図
（
左

扇
）
が
描
か
れ
て
お
り
、
女
性
を
中
心
に

据
え
た
情
景
が
精
緻
に
描
き
込
ま
れ
た
良

作
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

名
倉
和
子
氏
旧
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　

郷
土
博
物
館
所
蔵

（
参
考
）
「
足
立
史
談
」
五
九
七
号

　

平
成
二
十
九
年
企
画
展
図
録
『
高
橋
廣

湖‐

千
住
に
愛
さ
れ
た
日
本
画
家
』

【
２
】
清
水
圭
明
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」

　
　
　
　
　

登
録
有
形
文
化
財
（
絵
画
）

　

江
戸
時
代
後
期
か
ら
、
千
住
橋
戸
町
を

拠
点
に
活
動
し
た
清
水
圭
明
（
し
み
ず
け

い
め
い
・
一
八
〇
一
〜
没
年
未
詳
）
に
よ

る
六
曲
一
双
押
絵
貼
屏
風
。

　

本
作
は
、
濃
密
な
色
彩
と
描
写
に
よ
る

四
季
の
花
鳥
図
で
、
琳
派
の
酒
井
抱
一
が

創
始
し
た
十
二
カ
月
を
一
図
ず
つ
描
く
様

式
を
用
い
て
い
ま
す
。
キ
ジ
や
ウ
ズ
ラ
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
な
ど
が
美
し
く
描
か
れ
て
い

ま
す
。

千
住
河
原
町　

中
島
家
旧
蔵

郷
土
博
物
館
所
蔵

【
３
】
村
越
其
栄
「
天
神
図
」

　
　
　
　
　

登
録
有
形
文
化
財
（
絵
画
）

　

村
越
其
栄
（
む
ら
こ
し
き
え
い
）
は
、

令和七年度足立区登録文化財…　　　「伊古宇」の尼僧…
収蔵資料展…　　　 博物館40周年のロゴマークができました…
令和七年度足立区登録文化財…　　　「伊古宇」の尼僧…
収蔵資料展…　　　 博物館40周年のロゴマークができました…

令
和
七
年
度
足
立
区
登
録
文
化
財

令
和
七
年
度
足
立
区
登
録
文
化
財

新
た
な
登
録
文
化
財
が
決
ま
り
ま
し
た

新
た
な
登
録
文
化
財
が
決
ま
り
ま
し
た

【１】高橋廣湖「春秋野径図屏風」

【２】村越其栄「天神図」
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